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運動経験と発育・発達に関する縦断的研究

徳 永 幹 雄＊

ALongitudinal　Study　on　the　Relationship　Between　Experiences

　　　　　in　Physical　Activities　and　Growth　and　Development

Mikio　Tokunaga＊

　　　The　purp　ose　of　this　study　is　to　clarif　y　the　relationsllip　between　the　experiences　in

physical　activities，　and　the　morphological　growth，　the　functional　development　and　the

personality　change　with　the　longitudillal　date　which　were　measured　in　1971－1976．

　　　The　same　boys　and　girls　were　measured　in　the　followilg　items　once　a　year　for　six　years

（from　9　to　14　years　old）successively；（1）standing　height，　body　weigllt，　chest　circumference，

lower　limb　length，　calf　circumference　and　upper　arm　circumference　in　morphological　growth，

（2）grip　strengt11，　standing　long　jump，　side　step　test，　stand㎞g　trunk　flexion　and　vital　capacity

in　functional　development，（3）Yatabe－Guilford　personality　test．

　　　These　longitudinal　date　were　used　to　analize　the　cllange　of　the　m　orphological　grow　th，　the

functional　development　and　the　personality．

Then，　the　f　ollowings　were　induced：

1．Significant　effects　of　experiences　in　sport　clul）s　were　not　recognized　in　boys　from　9　to　14

　　years　in　the　m　orphological　growth　and　tlle　functional　development．

2．Experiences　in　sport　clubs　in　girls　influenced　positively　on　the　growth　of　body　weight，

　　chest　circumferellce，　calf　circllmference　and　the　development　of　grip　strength，　standing

　　long　jump　and　vital　capacity．　On　the　contrast，　they　influenced　negatively　on　tlle

　　development　of　standing　trunk　flexion　and　side　step．

3．The　experiences　of　sport　clubs　appeared　to　result　in　the　increase　of　thinking　extravertion

　　and　inferiority　fee1五19，　and　the　sign並icant　decrease　of　general　activity　and　ascendance．

　　The　significant　increase　of　depression，　cyclic　tendency，　nervousness，1ack　of　objectivity，

　　rhathymia　alld　s　ocial　extraversion　were　observed　as　well　in　girls．

（Journal　of　Health　Science，　Kyushu　University，3：3－13，1981）

緒　言

　生活環境の変化は児童・生徒の発育・発達に様々な

変化を与えてきた。身体発育の促進化現象，体型の細

長化傾向，筋力・持久力などの体力の低下，そして，

＊Institute　　of　　Health　　Science，　　］Kyushu

　University，　Ropponmatsu，　Fukuoka　810，

　Japan．

自閉症児や運動ぎらい，などの出現はその一例を示す

ものであろう。八木32），大山24），Kawahata　et　a19）

などは身体の発育・発達の要因として栄養，遣伝，経

済，運動などをあげ，その関与度を報告しているが，

今日の複雑な生活環境の中で心身の発育・発達の要因

を明らかにすることは容易ではない。しかし，発育・

発達の研究が現象分析だけにとどまらず，要因との関

係で論じられるところに，この種の研究の意義は大き

いといえる。
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　運動経験と心身の発育・発達の関係については数多

くの研究と討議がなされてきたto）26）27）。しかし，そ

こには多くの研究上の問題点があった。たとえば，横

断的研究が多く縦断的研究が少ないこと，測定方法に

難点があること（とくに心理面），運動経験の質と量

が明確でないこと，各研究での対象の異質性，対照群

がないこと，そして，運動以外の要因との関係が明ら

かでないこと，などがあげられ，おのずと自然観察的

方法がとられてきた。しかし，近年は小林ほか12），

山地・宮下35）にみられるように生理学的側面からの

実験的な発達研究も進められている。

　筆者ら29）30）は先に，運動経験と発育・発達に関し

て，男子の優秀な高校運動選手は一般生徒に比較し，

形態発育，機能発達とも優れているが，柔軟性では劣

ること，そして，運動経験年数が長くなれば量育，周

育，幅育，ローレル指数，筋力は増加するが，敏しよ

う性，走力，跳力では必らずしも増加しないこと，さら

に，パーソナリティ面では抑うつ性大，劣等感大，支

配性小，社会的内向への傾向があることを報告した。

これらの結果は形態面では八木31）などの研究と一致

するが機能面やパーソナリティ面では従来の研究とは

必らずしも一致した傾向とはいえなかった10）26）27）。

　そこで本研究では横断的研究から得られた結果の追

試も含めて，9才から14才までの縦断的に測定された

男女児童を対象にして，運動経験の多少と心身の発育

・ 発達の相違を分析し，運動経験が発育・発達に及ぼ

す影響を明らかにしょうとした。

方　法

1．標本

　福岡市西区姪浜地区および福岡県糸島郡前原町地区

の男女児童。なお，標本は「昭和37年度生まれ」で昭

表1．運動クラブ経験別にみた対象数

霊’鑑fs㌣一轡・T。ta、
9，10－　14years　3　14　17（29．3）　　4　　5　　9（11．3）
9，10－12，13　　tt　　　O　　8　　8（13．8）　　2　　6　　8（10．0）

12－　　14　　tt　　　4　　0　　4（　6．9）　　5　　4　　9（11．3）

12－　13　　tt　　12　　4　　16（27．6）　12　10　22（27．5）
9，10－　11　　tt　　　1　　3　　4（　6．9）　　3　　5　　8（10．0）

　　none　　　　　　　　　6　　　3　　　9　15　5　　　17　　　7　　24　30　0

　　Tota1　　　　　　　26　　32　　58　100　0　　43　　37　　80　100　1

N㎞mber　of　sUl）jectぷ　oS
9　　ears　　　　　　　　　85　　42　127　　　　　　　　98　　47　　145

Sub．9yrs　　14yrs．

X100　　　　　　　　3Q6　762　45．7　　43．978．7　55．2

注　Sub．1は福岡市姪浜地区児童。　Sub．2は

　福岡県糸島郡前原町地区児童

和46年度に4年生（9才）であった児童が中学3年生

（14才）まで継続測定された。その中で6年間の継続

的測定資料が完備したものだけにした。そのため，4

年生時の標本は男子127名，女子145名であったのが，

中学3年生では男子58名（45．7％），女子80名（55．2

％）に激減した（表1）。

2．測定期間および時期

　昭和46年から昭和51年（1971～1976）の期間で，測

定時期は各年度とも7月上旬であった。

3．測定種目

　形態として身長，下肢長，胸囲，上腕囲，下腿囲，

体重，機能として握力，立幅とび，立位体前屈，サイ

ドステップ，肺活量を測定した。心理面では矢田部・

ギルフォード性格検査（5，6年時は小学生用，中学

1年～3年時は中学生用）を実施した。そのほか，「ク

ラブや習いごと」についてのアンケート調査を中学3

年時に実施した。

4．運動経験について

　幼稚園から申学3年生までの期間における学校内及

び学校外の運動クラブ所属名，所属の期間，週平均の

練習日数，1日平均の練習時間を調査し，運動経験の

程度を判定した。表1の如く，6群に分類されたが

小学校の高学年から申学3年生まで継続的になんらか

の運動クラブの経験があると判定されたのは男子17名

（29．3％），女子9名（11．3％）であった。逆に，運

動クラブの経験はまったくないと判定されたのは男子

9名（15．5％），女子24名（30．0％）であった。なお

小学校の運動クラブは学外のスポーックラブや正課の

運動クラブも含まれ，中学校では学内の課外の運動ク

ラブで，週6日，1日に1～2時間以上の参加者とし

た。

5．結果の処理

　運動経験の影響を分析する方法として，最初に運動

クラブに継続的に所属した者を運動クラブ経験群（以

下，経験群という）とし，運動クラブの経験がまった

くない者を運動クラブ非経験群（以下，非経験群とい

う）として，9～14才までの各測定種目の平均値と標

準偏差を求め，両群の対応する年令（同一年令）の平

均値を比較した。つぎに形態及び機能については継続

的発育・発達の傾向を分析することや発育・発達には身

長の発育が影響を及ぼすと考えられるので，身長を横

軸に，その他の測定種目を縦軸にした相対発育から回

帰方程式を求めた。また，性格面では年齢を横軸に，

Y－G性格検査の尺度得点を縦軸にして回帰方程式を

算出した。そして両群の回帰直線の有意性を検定した。
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さらに，変化の著しい機能面の種目については個人の

発達曲線を比較した。なお，発達量の判定は「14才測

定値一9才測定値」を求め，標本全体のM．，S．D．を

算出し，それを基準に5段階判定基準を作成した。5

及び4に判定されたものを発達量の多い曲線とし，1

及び2に判定されたものを発達量の少ない曲線とし

た。

結　果

　1．形態発育について

　　経験群と非経験群の9才から14才までの平均値と

その差の検定を表2に示した。表2より図1～4を作

成した。身長について両群を対象者全体の平均値と比

較すると男女とも経験群は優位で，非経験群は劣位を

示した。両群を比較すると男女とも経験群が9才から

優れ，その差は僅少差ながら男子は小さくなり女子は

大きくなった。しかし，両群の平均値の有意差は男子

の9，10才に認められたにすぎなかった。

　　体重，胸囲，下腿囲では男子は経験群が9才から

優れ，胸囲と体重では9～11才に有意差が認められ

た。両群の差は体重，胸囲で12才以降は有意でなくな

ったが14才まで保持された。女子では9～12才までは

ほととんど差はなく，13～14才になって有意差は認め

られないが経験群が優位になった。回帰直線からみる

と男女の両群とも1％水準で有意性が認められた。両
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いほかは，ほとんど差はみられなかった。しかし，女
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レル指数を比較すると図5のとおりである。男子では

経験群が9才から優れ，14才までその差はわずかに大

きくなりながら続いた。女子では9才から非経験群が

優れていたが，その後経験群の指数が高くなり14才で

は差はなくなった。

2．機能の発達について

　握力，立幅とび，立位体前屈，サイドステップ，肺

活量の結果を表3に示した。身長との相対発育は図6

～9の如くである。

　握力や立幅とびでは男女とも経験群が9才から優位
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で，男子ではその差は14才まで続いた。女子では握力

の11，14才と立幅とびの10～14才に1～5％水準の有

意差が認められ，高年令になるにしたがって経験群の

発達量が顕著であった。回帰直線では男女の両群とも

1％水準の有意性が認められ，男子には差はみられな

かったが，女子では経験群の回帰係数が大きかった。
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10　　17．0　　16．2

11　　19．3　20．8
12　　21．7　20．7
13　23．2　23．9
14　　24．2　23．4

16．0　　14．7　△△

18．3　17．0　＊
20．5　　19．0　△△

20．4　　20．0
20．1　　20．6

130　　　　　140　　　　　150　　　　　160

図4・身長一下腿囲の縦断的発育

　　　　　　9　　1776　　1589　　＊　1444　　1538
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　女子の個人曲線（図7）をみると，発達量の多い者は

　経験群で66．7％と多く，非経験群では25．0％と少なか

　　った。また，発達量の少ないものは経験群では皆無で

　非経験群は41．7％と多かった。

　　立位体前屈では男子の経験群が9才から劣位で，こ

　の傾向は14才まで続いた。しかし，両群間には有意差

　　はなかった。女子では9才は経験群が逆に優れていた

　　がその後の増加量が少なく，両群の差は高年令になる

　　にしたがって小さくなり，14才では差がなくなった。

　　回帰直線では男子の両群と女子の非経験群には1～5

　　％水準の有意性が認められたが，女子の経験群の有意
’

　性は認められなかった。女子の個人曲線（図9）を比
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ていたが，13～14才では増加量が停滞し，両群には差

がみられなくなった。回帰直線は男女の両群とも1％

水準の有意性が認められた。女子では非経験群の回帰

係数が大きかった。女子の個人曲線（図11）をみると

発達量の多い者は経験群11．1％，非経験群45．8％，少

ない者は経験群55．6％，非経験群8．3％であった。

　肺活量では男子の経験群がどの年令でも優れ，9，

10才では有意差が認められた。女子では経験群は9，

10才はむしろ劣位であったが，11才から年令とともに

優位になり両群の差は大きくなった。しかし，有意性

は認められなかった。回帰直線は男女の両群とも1％

水準の有意性が認められ，男女とも経験群の回帰係数

が大きかった。

3．性格の変容について

　矢田部・ギルフォード性格検査の各年令における12

尺度の平均値，同年令の平均値の検定及び回帰方程式

を表4に示した。両群の平均値に有意差が認められる

特性をみると男子では攻撃性（A9）の12，13才，一

般活動性（G）の13，14才で経験群の得点が高く，攻

撃的で活動的傾向がみられた。女子では気分の変化

（C）の10才，，劣等感（1）の11～13才，神経質（N）

の12才で経験群の得点が高く，情緒の安定傾向が認め

20
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図10．身長一サイドステップの縦断的発達
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図11．サイドステップの個人曲線（女子）
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られた。全体的傾向として男子では9～14才のどの年

令時を比較しても経験群は情緒安定，社会的適応，外

向の傾向がみられた。女子でも同様に経験群が社会的

適応，外向傾向であったが，情緒面では10～13才まで

は安定傾向であったのに対して14才では劣等感尺度を

除き不安定傾向であった。

　回帰直線から両群の変化傾向をみると男子の経験群

では劣等感，思考性（T）で5％水準の有意性が認め

られた。しかし，非経験群では有意性が認められた尺

度はなかった。女子では経験群は抑うっ性（D），気

分の変化，劣等感，神経質，客観性（O），のんきさ

（R），思考性，社会性（S）の多くの尺度で1～5

％水準の有意性がみられた。非経験群では一般活動

性，思考性，支配性，社会性尺度でいずれも5％水準

の有意性が認められた。図13に女子の神経質尺度と抑

うつ性尺度の変化を示した。

　全体的傾向として男子の情緒・社会性面では経験群

は劣等感尺度を除き安定・適応へ，非経験群は客観性

尺度を除き不安定・不適応への変化がみられた。向性

面では経験群の思考的外向を除き，両群とも内向への

変化を示したが，その傾向は非経験群がやや大きかっ

た。女子では情緒・社会性面で経験群が不安定・不適

応傾向へ，非経験群は安定・適応への変化傾向がみら

れた。向性面では非経験群はすべての尺度で外向への

変化傾向を示したのに対して経験群はのんきさ，思考

的外向，社会的外向尺度では外向へ，一般活動性，支
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表4．Y－Gテストの平均値及び回帰方程式

EXPERIENTIAIJ　GROUP　OF　SPORT　CLUBS NON－EXPERIENTIAI」GROUP　OF　SPORT　CI、UBS
刀

10　　11　　　12　　　13　　　14 REGRES．EQUA． 10　　11　　　12　　　13　　　14 REGRES．E　UA．

の
●

O口

D
C
I
N
O
C
o
A
g
R
G
T
A
S

　　一
2．7　3．6　　7．9　　7．6　　7．3

3．4　3．4　　8．5　　7．5　　7．6

2．3　3．0　　7．8　　8．2　　8．2

2．7　2．5　　7．4　　7．9　　7．3

2．7　3．3　　9．1　　9．4　　7．9

2．4　3．6　　9．4　10．1　　9．3
5．6　6．4　14．4絃14．ゴ隊11．23．2　3．3　　　　　　　　　　　　　　　　12．1　　　　　　　12．5　　　　　　　　　　　14．4

3．7　3．6　11．9　12．7ホ11．03

3．7　3．4　10．4　10．3　11．3
4．7　4．9　12．6　10．3　10．6
5．6　5．5　13．7　14．5　13．

Y＝．420X＋2．040
Y；．230X＋4．680
聾．940X．．4．320

Y＝．670X－1．440
Y＝．780X－1．680
Y＝1．190X－6．12
Y＝．140X＋11．oo
Y＝1．920X－12．56
Y＝1．330X－6．02
甚1．130X－4．320
Y＝．290X＋7．060
Y＝．830X＋2840

4．7　4．2　　6．7　　8．4　10．2

3．7　4．0　　6．5　　8．3　　8．5

3．2　2．2　　9．2　　9．8　11．3

3．2　2．8　　8．3　　7．7　　9．8

4．0　4．3　　6．8　　8．8　　9．5

2．8　2．8　　9．8　11．7　　8．8

5．0　5．8　　8．3　　9．7　　8．7

4．8　4．5　11．1　12．0　　9．0
2．5　3．2　10．5　　8．5　　5．8

2．5　3．2　10．5　　8．5　　5．8

3．2　3．8　12．3　　8．4　　7．8

505714

Y＝．160X＋6．700
Y＝．250X＋4．740
Y＝1．52X－10．02
Y＝．890X－3．120
Y＝．420X＋3．440
Y＝1．250X－6．700
Y＝一．450X＋15．06

Y＝．220X＋7．540
Y＝．370X＋2．800
Y＝．550X＋2．640
Y＝．360X＋4．180
　＝＿　　　　　十

の
日
餌

HO

D
C
I
N
O
C
o
A
g
R
G
T
A
S

　　　　　　　　　　　　7．9　8．9　　　3．02．4　　　　　　　　7．7

一 1．010X－5．06
性1．080X－6．32
聾1．340X－10．1
違．920X－4．460
凶1．040X－5．480Y＝1．180X－8．30

Y3－．09X＋11．22
凶．880X＋0．780

Y＝1．280X－5．64
凶1．660X－10．9

Y＝0．240X＋9．18
也0．780X＋4．48

3．9　4．3　　8．5　　7．6　　8．0

3．5　3．8　　9．9　　8．2　　8．4

3．9　4．3　10．2　　8．8　　9．1

3．8　3．8　　9．8　　7．8　　8．2

3．3　4．0　10．0　　9．4　　8．2

2．6　2．7　10．0　　7．9　　8．0

4．9　5．0　11．3　10．3　10．3
4．3　4．9　12．5　12．3　12．0
2．2　3．0　10．3　11．5　10．6
3．0　3．8　11．0　11．6　11．1
3．2　3．3　10．0　10．9　10．5
5．1　5．1　12．3　13．1　13．3

Y＝一．060X＋8．82
Yエ．340X＋4．140
Y＝．280X＋5．540
Y＝．140X＋6．520
Y＝．460X＋2．920
Y＝．750X－1．760
Y己．130X＋8．780
　　．930X－0．120琶　　1．790X－12．92聾1．420X＿7．58

糞　　1．250X－6．12　　0．930X＋0．62

注　1　10，11才は小学生用テスト（0～10点），12～14才は中学生用テスト
　　　　（0－一　20点）を実施した。

　　2　経験群の平均値右肩の有意性は非経験群との対応する年令でのt検定

　　　の結果である。　　　Yの右肩に回帰直線の有意性を示した。

　　3　回帰方程式の算出に際して、10・11才時の平均値を2倍した値を用い

　　　た。
　　4　ぷ寛　P＜．01、　　　廉　．Ol＜P＜．05、　　△．05＜P＜．10
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配性尺度では内向への変化傾向がみられた。

考　察

　形態発育について運動クラブ所属者の特性をみると

男子では長育（身長），量育（体重），周育（胸囲，

下腿囲）において9才から14才のどの年令においても

経験群が優位を示した。しかし，女子では男子と同様

の傾向がみられるのは長育だけで，量育，周育では9

才から12才までは劣位を示し，13，14才ではじめて優

位を示した。このことから運動クラブには男子では長

育，周育，量育において，女子では長育において，す

でに最初から優れているものが所属していたことがわ

かる。

　また，身長が約130～160cmの間では，同一身長の場

合，男子は経験群が量育，周育とも優位であったが，

女子では非経験群が優位を示し，経験群が細胸，軽量

であることが示された。女子にみられるこの傾向は，

運動に対する態度の分極化現象，つまり，運動の好き

嫌いが早期に決定され，非経験群の運動量の減少が身

長に対する体重や胸囲の増加に原因しているのではな

いかと推察した。

　両群の発育傾向をみると，男子では量育，周育にお

いて経験群の増加がやや大きい傾向がみられた。女子

では差はなかった。しかし，女子の量育，周育におけ

る13，14才の急激な増加は，とくに著しく，同年令時

の非経験群より優位になった。この傾向は女子の経験

群だけにみられ，運動経験の影響ではないかと考えら

れた。これらの結果は八木3s）が男子大学生について，

運動経験年数の長い者ほど量育，周育，比体重に優

れ，徳永・橋本29）30）が高校男子について量育，周育，

幅育，ローレル指数に優れているという報告と類似し

ている。ただ，9～14才という年令であったためか男

子では顕著な発育差とはいえなかった。

　機能面では対応する年令を比較すると，男子では瞬

発力（立幅とび），筋力（握力），肺機能（肺活量），

女子では瞬発力，筋力，柔軟性（立位体前屈），敏し

よう性（サイドステップ）に，9才からすでに経験群

が優位を示した。このことは形態発育と同様に運動ク

ラブに所属するものは，小学校の高学年からこれらの

機能に優れていたことを示している。

　発達傾向を比較すると経験群が回帰係数がやや大き

いのは男女の肺活量と女子の立幅とびだけであった。

このことは，これらの種目を両群の対応する年令で比

較した場合，13，14才で顕著な差であったことからも

推察される。握力でも同様の結果がみられ，立幅とび

における女子の個人曲線でも発達量の多い者が多数を

占めたことから瞬発力，肺機能，筋力には運動経験の

影響がとくに女子に顕著にみられたのではないかと考

えられる。八木31）が呼吸機能と筋力，徳永・橋本29）

30）が筋力に差があるとした報告と共通している。

　一方，非経験群の回帰係数が大きかったものとして

男女とも立位体前屈とサイドステップがあった。とく

に，柔軟性については男子は9才から14才のどの年令

でも経験群が劣位で，女子では逆に経験群が優位であ

ったのが，14才ではほとんど差がなくなった。また，

回帰直線でも女子には有意性は認められず，個人曲線

でも発達量の少ない者が多かった。運動経験と柔軟性

に関して，栗本3），吉儀11）は男子の大学生を対象に

して，徳永・橋本29）30）は男子高校生について，運動

選手は一般学生に比較して柔軟性が劣位であることを

報告している。女子学生でも林ほか4）7），田中・金

本・久保28）で同様の報告がみられる。また，身長が

柔軟性に関係していることは大内23），三宅・北村14）

も指摘している。このような報告と本稿において男女

とも経験群の発達傾向が劣ったことを考えると，運動

経験が立体位前屈でみられる柔軟性の発達を阻害する

何らかの要因になっているのではないかと考えられ

た。栗本13）は柔軟性を体力の一要因とすることの妥

当性，腰椎可動範囲の大きさで測定することの意義，

頑健な筋力靱帯の肥厚した質量は関節可動範囲の制限

因子となる，などの問題点を指摘している。運動経験
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と柔軟性の発達は今後，追究されるべき課題と考えら

れる。

　サイドステップは柔軟性ほど顕著ではないが，とく

に，女子の経験群で13，14才での発達傾向の停滞が著

しかった。また，個人曲線からも発達量の少ない者が

多いことを指摘できた。このことは女子の形態発育で

13，14才に量育の増加が顕著であったことx関係して

いるのではないかと考えた。つまり，身長に対する体

重の増加傾向がサイドステップでみられる敏しよう性

の発達を停滞させたのではないかと推察した。徳永・

橋本29）30）が経験年数の長い選手ほど敏しよう性，走

力に劣位であるとした報告と類似している。

　性格面について両群の同年令時を比較すると，経験

群は女子の14才の情緒面を除けば，男女ともどの年齢

においても情緒安定，社会的適応，外向の傾向であっ

た。とくに，男子では攻撃性，一般活動性，女子では

気分の変化，劣等感，神経質，支配性，社会性の各尺

度に差がみられた。このことは従来の多くの報告25）
2

6）27）と類似しているが，小学校の高学年からすでに

両群に差があることは，高校生や大学生を対象とした

横断的研究の結果が必らずしも運動経験の影響ではな

いことを示唆しているといえよう。

　性格の変容では男子の回帰直線で両群に有意性が認

められたのは経験群の劣等感尺度と思考性尺度だけで

あった。全体的には経験群は情緒・社会的適応性にお

いて，顕著は差とはいえないが，安定・適応へ変容し

たのに対して，非経験群は不安定・不適応への変容が

みられた。向性では両群とも内向への変容がみられた

が，その傾向は非経験群ほど大きかった。野口ら21）

は大学運動部員について経験年数の長いものほど抑う

つ性小，劣等感小，指導性大，社会的外向であると

し，徳永・橋本29）30）は高校運動選手について抑うつ

性大，劣等感大，支配性小，社会的内向と異なった報

告をしている。今回の結果は情緒面では野口ら21）と，

向性面では徳永・橋本29）3°）と類似点をみることがで

きる。そして，経験群の変容は顕著とはいえないが，

非経験群の変容が大きかったことにより，同年令時を

比較した場合，両群の差が生じていることを知ること

ができた。

　女子では，とくに，情緒面で経験群の不安定方向へ

の変容が顕著であった。経験群では抑うつ性，気分の

変化，劣等感，神経質の各尺度とも回帰直線の有意性

が認められたのに対して非経験群にはいずれも有意性

は認められなかった。社会的適応性では両群とも適応

方向に変容したが，非経験群ほど著しかった。向性面

では非経験群はのんきさ，一般活動性，思考性，支配

性，社会性のすべての尺度で有意に外向への変容を示

したのに対して，経験群は思考性と社会性では外向方

向へ，一般活動性と支配性では内向方向への変容がみ

られた。山口ら34）が女子日本バレーボールリーグ選

手で10年以上の経験者は7年以下の選手より神経質，

大，服従的，社会的内向とした報告と類似点をみるこ

とができる。しかし，丹羽・長沢17）18）が女子学生に

ついて過去の運動部経験は主導性，活動性，情緒安定

性を高める傾向をもたらすという報告とは異なる。ま

た，丹羽・長沢19）20）のスポーッと不安，伊藤8），遠

藤2）がMartens22）のスポーツ競争不安テストの標

準化を試みている研究などは運動経験と情緒の変化を

分析する今後の新しい方向といえよう。

　従来の研究では中学生について末利25），花田4）5）

らの縦断的研究で顕著な変容はみられないとしたのに

対して，Blanchard　i），直塚15），福永ら3）の縦断的

研究ではいくつかの変容を認めている。多くの研究を

要約した丹羽16）は男子では攻撃性，活動性，思考的

外向の増大を，女子では神経質の減少をあげている。

また，須藤26）は運動経験の影響する時期は申学の後

半から高校で，神経質，劣等感の傾向を弱め，攻撃性，

思考性外向，社会的外向を強めるのではないかと報告

している。以上のように，この種の研究では対象の

性，年令や運動経験の質，量などによって異なった報

告が多い。しかしながら本稿の結果から運動経験の影

響を推察すると女子にみられた情緒の不安方向への

変容及び男女共通にみられた劣等感と思考的外向の増

加，一般活動性と支配性の減少傾向をあげることがで

きよう。

　以上，運動経験の差による心身の発育・発達の影響

を考察してきたが，9才から14才までの第2次性微期

における運動経験は，男子においては顕著な影響はみ

られなかった。しかし，女子には13，14才時にいくつ

かの影響がみられた。このような男女差は経験群と非

経験群の運動量の差が女子により顕著であること，発

育・発達の速度において，女子がより早期であること

などが原因しているものと考えられる。発育・発達の

要因を分析し，結論づけるには種々の問題が残る。本

稿での縦断的研究でも運動の量や質についての分析に

は問題があるし，その他の要因との関係も不明確のま

まであった。今後は実験的研究による発育・発達の研

究も重要性が増すであろう。
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要　約

　9才から14才までの縦断的に測定された男女児童を

対象にして，運動経験の多少と形態，機能の発育・発

達および性格の変容について分析し，つぎのような結

果を得た。

　1．運動クラブ経験群と非経験群について対応する

年齢の平均値を比較すると，経験群は小学校の高学年

からすでに優位を示し，14才まではその差が保持され

る種目が多くみられた。形態では男子は長育，量育，

周育であり，女子は長育であった。機能では男子は瞬

発力，筋力，肺機能，女子では瞬発力，筋力，柔軟

性，敏しよう性であった。性格では男女とも情緒安

定，社会的適応，外向の傾向であった。逆に劣位なも

のとして女子の9～14才までの量育，周育，男子の柔

軟性があった。

　2．身体の発育・発達の差をみると男子では経験群

の量育，周育，瞬発力，肺機能の増加傾向がやや大き

かったが，全体的には顕著な差とはいえなかった。女

子では13，14才の量育，周育，瞬発力，筋力，肺機能

の増加傾向が顕著であった。男女共通傾向のとして経

験群では柔軟性，敏しよう性の増加が少なく，肺機能

では大きかった。とくに，この傾向は女子に顕著であ

った。

　3．性格の変容をみると経験群の男子では劣等感と

思考的外向の増加，女子では抑うつ性，気分の変化，

劣等感，神経質，主観性，のんきさ，思考性外向，社

会的外向の増加が顕著であった。男女共通の傾向とし

て劣等感と思考的外向の増加，及び一般活動性と支配

性の減少傾向をあげることができ，そのほか，女子の

情緒不安定への変容傾向が指摘された。

　4．9才から14才の期間における運動経験の発育・

発達への影響は男子には少なく，女子に多い傾向が認

められた。
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